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【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 21日 (2006.6.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
物 品 （ １ ０ ０ ） を 保 護 す る た め に 金 属 製 基 材 （ １ ０ ２ ） 上 に 配 置 さ れ た 実 質 的 に 単 相 の 皮
膜 （ １ ０ ４ ） で あ っ て 、
ニ ッ ケ ル （ Ｎ ｉ ） 及 び 原 子 百 分 率 で 少 な く と も 約 ３ ０ ％ の ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） を 含 み 、
ま た 該 皮 膜 （ １ ０ ４ ） は 、 Ａ ｌ 組 成 の 勾 配 を 更 に 含 み 、 該 勾 配 は 、 前 記 皮 膜 （ １ ０ ４ ） の
外 側 表 面 （ １ ０ ６ ） で の 第 １ の Ａ ｌ 濃 度 レ ベ ル か ら 前 記 実 質 的 に 単 相 の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） と
前 記 基 材 （ １ ０ ２ ） と の 間 の 界 面 で の 第 ２ の Ａ ｌ 濃 度 レ ベ ル ま で に わ た っ て お り 、
前 記 第 １ の Ａ ｌ 濃 度 レ ベ ル は 、 前 記 第 ２ の Ａ ｌ 濃 度 レ ベ ル よ り も 大 き く 、 ま た 該 第 ２ の 濃
度 レ ベ ル は 、 原 子 百 分 率 で 少 な く と も 約 ３ ０ ％ の Ａ ｌ で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） 、 原 子 百 分 率 で 約 ２ ０ ％ ま で の コ バ ル ト （ Ｃ ｏ ）
、 及 び 原 子 百 分 率 で 約 ２ ０ ％ ま で の 鉄 （ Ｆ ｅ ） の う ち の 少 な く と も １ つ を 更 に 含 む こ と を
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 Ｃ ｒ は 、 原 子 百 分 率 で 約 １ ５ ％ ま で の 濃 度 で 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に



記 載 の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 Ｚ ｒ は 、 原 子 百 分 率 で 約 ２ ％ ま で の 濃 度 で 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記
載 の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
ハ フ ニ ウ ム （ Ｈ ｆ ） 、 イ ッ ト リ ウ ム （ Ｙ ） 、 ケ イ 素 （ Ｓ ｉ ） 、 チ タ ン （ Ｔ ｉ ） 、 ラ ン タ ン
（ Ｌ ａ ） 、 セ リ ウ ム （ Ｃ ｅ ） 、 及 び タ ン タ ル （ Ｔ ａ ） か ら な る 群 か ら 選 定 さ れ た 少 な く と
も １ つ の 元 素 を 更 に 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
物 品 （ １ ０ ０ ） を 保 護 す る た め の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） で あ っ て 、
基 材 （ １ ０ ２ ） 上 に 配 置 さ れ た 実 質 的 に 単 相 の Ｂ ２ 型 構 造 の ニ ッ ケ ル ア ル ミ ニ ド 皮 膜 （ １
０ ４ ） を 含 み 、
該 皮 膜 （ １ ０ ４ ） は 、 Ｎ ｉ 、 Ｃ ｒ 、 Ｚ ｒ 、 原 子 百 分 率 で 約 ２ ０ ％ ま で の Ｃ ｏ 、 原 子 百 分 率
で 約 ２ ０ ％ ま で の Ｆ ｅ 、 及 び 原 子 百 分 率 で 少 な く と も 約 ３ ０ ％ の Ａ ｌ を 含 み 、 ま た 該 皮 膜
（ １ ０ ４ ） は 、 Ａ ｌ 組 成 の 勾 配 を 更 に 含 み 、 該 勾 配 は 、 前 記 皮 膜 （ １ ０ ４ ） の 外 側 表 面 （
１ ０ ６ ） で の 第 １ の Ａ ｌ 濃 度 レ ベ ル か ら 前 記 実 質 的 に 単 相 の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） と 前 記 基 材 （
１ ０ ２ ） と の 間 の 界 面 （ １ ０ ８ ） で の 第 ２ の Ａ ｌ 濃 度 レ ベ ル ま で に わ た っ て お り 、
前 記 第 １ の Ａ ｌ 濃 度 レ ベ ル は 、 前 記 第 ２ の Ａ ｌ 濃 度 レ ベ ル よ り も 大 き く 、 ま た 該 第 ２ の 濃
度 レ ベ ル は 、 原 子 百 分 率 で 少 な く と も 約 ３ ０ ％ の Ａ ｌ で あ る 、
こ と を 特 徴 と す る 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
金 属 製 基 材 （ １ ０ ２ ） と 、
該 基 材 （ １ ０ ２ ） 上 に 配 置 さ れ た 実 質 的 に 単 相 で あ る 、 請 求 項 １ 乃 至 ６ の い ず れ か に 記 載
の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） と 、
を 含 む 物 品 （ １ ０ ０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
高 温 酸 化 環 境 か ら 物 品 （ １ ０ ０ ） を 保 護 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
基 材 （ １ ０ ２ ） を 準 備 す る 段 階 と 、
ニ ッ ケ ル （ Ｎ ｉ ） 及 び ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） を 含 む 第 １ の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 層 を 前 記 基 材 （
１ ０ ２ ） 上 に 配 置 す る 段 階 と 、
原 子 百 分 率 で 少 な く と も 約 ９ ０ ％ の ア ル ミ ニ ウ ム を 含 む 第 ２ の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 層 を 前 記 第
１ の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 層 の 上 に 配 置 す る 段 階 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 １ の 層 を 配 置 す る 段 階 は 、 ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） 、 原 子 百 分 率 で
約 ２ ０ ％ ま で の コ バ ル ト （ Ｃ ｏ ） 、 及 び 原 子 百 分 率 で 約 ２ ０ ％ ま で の 鉄 （ Ｆ ｅ ） の う ち の
少 な く と も １ つ を 更 に 含 む 第 １ の 層 を 配 置 す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ ３
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
高 温 酸 化 環 境 か ら 物 品 （ １ ０ ０ ） を 保 護 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
金 属 製 基 材 （ １ ０ ２ ） を 準 備 す る 段 階 と 、
ニ ッ ケ ル （ Ｎ ｉ ） 、 ア ル ミ ニ ウ ム （ Ａ ｌ ） 、 ク ロ ム （ Ｃ ｒ ） 、 ジ ル コ ニ ウ ム （ Ｚ ｒ ） 、 原
子 百 分 率 で 約 ２ ０ ％ ま で の コ バ ル ト （ Ｃ ｏ ） 、 及 び 原 子 百 分 率 で 約 ２ ０ ％ ま で の 鉄 （ Ｆ ｅ
） を 含 む 第 １ の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 層 を 前 記 基 材 （ １ ０ ２ ） 上 に 配 置 す る 段 階 と 、
電 子 ビ ー ム 物 理 蒸 着 及 び イ オ ン プ ラ ズ マ 蒸 着 か ら な る 群 か ら 選 定 さ れ た 物 理 蒸 着 技 術 を 用
い て 、 本 質 的 に ア ル ミ ニ ウ ム か ら な る 第 ２ の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 層 を 前 記 第 １ の 皮 膜 （ １ ０ ４
） 層 の 上 に 配 置 す る 段 階 と 、
該 第 １ の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 層 を 前 記 第 ２ の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） 層 と 反 応 さ せ て 実 質 的 に 単 相 の 反
応 皮 膜 層 （ １ ０ ４ ） を 形 成 し 、 該 反 応 皮 膜 層 （ １ ０ ４ ） が 、 Ｂ ２ 型 構 造 の ニ ッ ケ ル ア ル ミ
ニ ド を 含 み 、 か つ 該 反 応 皮 膜 層 （ １ ０ ４ ） の 外 側 表 面 （ １ ０ ６ ） で の 第 １ の Ａ ｌ 濃 度 レ ベ
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ル か ら 前 記 実 質 的 に 単 相 の 皮 膜 （ １ ０ ４ ） と 前 記 基 材 （ １ ０ ２ ） と の 間 の 界 面 （ １ ０ ８ ）
で の 第 ２ の Ａ ｌ 濃 度 レ ベ ル ま で に わ た り 、 前 記 第 １ の Ａ ｌ 濃 度 レ ベ ル が 前 記 第 ２ の Ａ ｌ 濃
度 レ ベ ル よ り も 大 き く ま た 該 第 ２ の 濃 度 レ ベ ル が 原 子 百 分 率 で 少 な く と も 約 ３ ０ ％ の Ａ ｌ
で あ る Ａ ｌ 組 成 の 勾 配 を 更 に 含 む よ う に す る 段 階 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 表 面 の 欠 陥 に 加 え て 、 ニ ッ ケ ル ア ル ミ ニ ド ・ ベ ー ス の 皮 膜 を 堆 積 さ せ る の に 用 い ら れ る
物 理 蒸 着 法 （ 以 下 で は 「 Ｐ Ｖ Ｄ 」 と も 呼 ぶ ） は 、 多 く の 場 合 、 蒸 着 の 間 に ア ル ミ ニ ウ ム の
減 損 を 生 じ る 。 Ｐ Ｖ Ｄ 原 料 物 質 の 組 成 を 調 整 す る か 又 は ポ ス ト Ｐ Ｖ Ｄ 気 相 ア ル ミ ナ イ ジ ン
グ を 用 い る こ と に よ っ て ア ル ミ ニ ウ ム の 減 損 を 補 う 試 み が こ れ ま で な さ れ て き た 。 こ の よ
う な 修 正 の 試 み の 成 功 に は 、 Ｐ Ｖ Ｄ 源 の 可 鋳 性 及 び 延 性 、 皮 膜 付 着 力 、 皮 膜 汚 染 、 及 び 化
学 組 成 調 整 に 関 す る 問 題 に よ り 今 ま で 限 界 が あ っ た 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ６ ４ ７ １ ７ ９ １ 号
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